
2025 年度 グループホームぎんが・すばる 地域連携推進会議 会議録 

【実施日】 2025 年 11 月 18 日(火) 13 時 00 分～15 時 00 分  

【参加者】 

• ご利用者 2 名、ご家族代表 1 名  

• 上木戸緑町自治会長様  

• 東区障がい福祉係 係長様（本日欠席）  

• 亀田郷芦沼会障がい福祉部 部長  

• グループホームぎんが 管理者  

• グループホームすばる 管理者  

 

1. 開会挨拶・出席者紹介 

• 各参加者のご紹介・ご挨拶  

※ご利用者は、14:10～の項目から参加のため、その時にご紹介させて頂く。  

 

2. 地域連携推進会議とは 

• 主に障害者支援施設や共同生活援助（グループホーム）事業所が、地域に開かれたサービスを提

供し、サービスの質を確保・向上させることを目的として設置する会議。令和 6 年度の障害福

祉サービス等報酬改定により、開催が義務付けられた。  

o サービスの質の確保・向上: 事業所が提供しているサービス内容を地域住民や利用者な

どに公開し、意見を求めることで、サービスの質を高める。  

o 地域との連携強化: 地域とのつながりを深め、事業所が地域社会の一員として機能でき

るようにする。  

o 地域課題の解決: 会議を通じて明らかになった地域資源不足などの課題解決に向けた検

討を行う。  

o 情報共有: 事業所の運営状況、利用者や家族の意見、苦情・事故の報告と再発防止策な

どを共有する。  

• 構成員: ご利用者、ご利用者のご家族、地域の関係者（自治会、民生委員など）、福祉や経営に

知見のある人、事業所所在地の市町村職員  

• 原則として、年 1 回以上の開催が求められている。また、構成員全員が「地域連携推進員」と

なり、施設等の訪問を行うこともある。  

 

3. 社会福祉法人亀田郷芦沼会 障がい部のグループホームについて 

• 別紙、各グループホームの所在地や定員などが記載されたチラシを元にレジュメの内容を説明。  

①グループホームの所在地 ※別紙あり 

②グループホームの事業形態 

グループホームぎんが（日中サービス支援型）…ぎんが・あぽろ 

○24 時間体制で職員を配置。夜間は夜勤体制。 



グループホームすばる（介護包括支援型）…すばる・おりおん・すぴか・ほくと 

○日中・夜間の職員配置は状況によって有無を選択。 

③職員体制 

  管理者、サービス管理責任者、世話人、入浴介助補助員、調理員、夜間支援員 

  現在の職員数：30 名 

 

4. グループホーム見学 

ぎんが・あぽろ・すばる・おりおん・・・徒歩で移動 

すぴか・ほくと・・・車で移動 

※各棟、外観・玄関～リビング・世話人部屋等をご案内・説明する。  

 

5. 日課や行事など ※ご利用者 2 名参加 

一日の流れ 

7:00      朝食 

8:00～9:00  出勤・外出（徒歩、送迎車、移動支援など） 

15:00～   帰棟（日中事業所、出勤先より）、入浴 

18:00     夕食 

21:00～   就寝準備、就寝 

 

行事・避難訓練・訪問看護など 

  ※別紙年間スケジュールと写真(タブレット)あり 

 

• ここから参加されるご利用者 2 名より、自己紹介をしていただく。  

• 別紙、各棟の年間行事などを見ていただく。  

• 日常の様子・行事・食事などの写真をタブレットで見ていただきながら、日課や行事などの内容

を説明する。  

• グループホームの中だけでなく、移動支援や地域の活動に参加している時の話を、ご利用者にし

ていただく。  

 

6. ご利用者・ご家族より 

• <ご利用者> 

o 話すのに緊張した。けど、なんとか話せた。  

o 緊張した。  

• <ご家族> 

o 自分の子ども利用して長くなるが、普段聞かない話を聞くことができた。また、他の棟

にはなかなか行く機会が無いので、見学ができたことでとても良い機会になった。長く

子どもが利用できるようにお願いしたい。  

o 子どもは喜んで行っていて、「やめたくない」と言っている。親は歳を取っていくので、



子どもが安心してこれからも末永く利用できるようにお願いしたい。  

 

7. 地域の方より感想やご意見 

• 自分が住んでいる地域にこのような場所があったことを、今回初めて知った。とても良い機会

になった。次回以降も、構成員として関わっていきたい。上木戸緑町自治会の 2026 年度民生委

員を引き受けてくださる予定の方も、来年度は都合が合えば参加できるとおっしゃっているの

で、ぜひお願いしたいと思っている。  

• 自治会の中の高齢の方でグループホームを利用している方がいるが、障がい者の施設もあること

を今回知った。  

• 自分も、特別支援学校の管理人を現在しているので、今後も何かの形で関わっていければ、と思

う。  

• あしぬま荘（社会福祉法人亀田郷芦沼会）は高齢者の施設だけだと思っていた。障がい者の事業

もあることを今回知ることができたので、良い機会だった。  

 

8. その他 

• お土産として、ほがらか福祉園の甘酒 1 つとお茶（ほがらか福祉園管理のショート玄関前自販

機にて購入）をご家族・自治会長様にお渡ししている。  

 

 


